
羅
織
金
胸
背
獅
子
青

一
匹

織
金
胸
背
彪

大
紅

一
匹

素
黒
緑

一
匹
　

素
明
緑

一
匹

白
■

糸
布

一
十
匹

広
運
之
宝

成
化
七
年

(
一
四
七

一
)
七
月
初

八
日
　

再
対
し

て
之
を
正
す

注

(1
)
皇
帝
頒
賜
　
尚
円

に
対
す
る
こ
の
頒
賜
は
、
〔〇

一
－
一六
〕
の
尚
徳
に

対
す
る
頒
賜
と
お
お
む
ね
同
じ
で
あ

る
が
、
異
な
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

比
較
の
上
、
注
な
ど
を
参
照
の
こ
と
。

(2
)
丹
礬
紅
　

黄
赤
色
か
。蘇
木

・
梔
子

・
黄
丹
(鉛
丹
。紅
黄
色
の
顔
料
。酸

化
鉛
)
・明
礬
を
用
い
て
染
め
る
(『万
暦
会
典
』巻

二
〇

一
、
工
二

一
)。

(3
)
展
角
　
烏

紗
帽
の
後
部
中
央
か
ら
左
右
に
翅
の
よ
う
に
つ
け
る
も
の
。

(4
)
員
領
　

円
領
。
〔〇

一
-
一
六
〕
注

(22
)
参
照
。

(5
)
鶯
哥

緑
　
濃

い
萌
黄
色
。
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皇
帝
よ
り
国
王
尚
円

へ
、
福
州
に
お
け
る
琉
球
人
の
強
盗
殺
人
の
罪
を

責
め
、
今
後

二
年

一
貢
と
す
る
こ
と
を
告
げ
る
勅
諭

(
一
四
七
五
、
四
、
二
〇
)

皇
帝
、
琉
球
国
中
山
王
尚
円
に
勅
諭
す
。

先
に
該
王
の
差
来
せ
る
使
者
沈
満
志
并
び
に
通
事
蔡
璋
等
、
京
に
赴
き
進

貢
す
。
已
に
例
に
照
ら
し
て
賞
賜
し
、
人
を
差
わ
し
、
伴
送
し
て
福
建
地
方

に
至
ら
し
め
打
発
し
登
船
し

て
去
訖

る
。
期
せ
ず

し
て
、
船
、
外
海

に
到
り

て
風
に
阻

ま
る
。
成
化
十
年

(
一
四
七
四
)
六
月
初

八
日
に
、
本
船

の
姓
名

不
知

の
番
人
、
潜
行
し

て
岸

に
登
り
、
福
州
府
懐
安
県

四
都

の
居
民

の
陳

二

官
夫
妻
を
将

て
殺
死
し
、
房

屋
を
焼
毀

し
、
所
有

の
家
財

・
猪

・
鶏
等

の
物

は
尽
く
劫
掠
を
被
り
、
前
去

す
る
有

り
。
其

の
鎮
守
等

の
官
、
審

べ
て
被
害

の
家

の
隣
右

の
人
等

の
供
報

明
白

な
る
に
拠
り
実
を
具
し

て
奏
聞

す
。
今
、

王

の
国

の
差
来

せ
る
正
議
大
夫
程
鵬
等

の
回
還
す
る

に
因
り
、
特

に
勅
を
降

し

て
省
諭

す
。
勅
至
ら
ば
、
王
宜
し
く
蔡

璋
等

の
鈐
束

を
行

わ
ざ

る
の
罪
を

責
問

し
、
并

び

に
殺
人
し
放
火
し
行
兇
せ
る
番
人
を
追
究

し
て
法

に
依
り

て

懲
治

す

べ
し
。
今
後
、

二
年
一
貢

し
、
毎
船

止
だ

一
百
人
多
く
も

一
百
五
十

人
を
過
ぎ
ざ

る
を
許
す

の
み
。
国
王

の
正
貢
を
除
く

の
外
、
例

に
照
ら
し

て
、

胡
椒
等

の
物
を
附
搭
す
る
を
許

す
も
、
其

の
余

の
正
副
使
人
等
、
私
貨
を
夾

帯
し

て
前
来
し

て
買
売

し
、
及
び
途

に
在
り
て
事

を
生

じ
、
平
民
を
擾
害

し
、

官
府
を
打
攪

し
、

国
王
の
忠
順

の
意

に
累
有
ら
し
む
る
を
許

さ
ず
。

王
、
其

れ
之
を
省
み
よ
、

之
を
省

み
よ
。
故

に
諭
す
。

広
運

成
化
十

一
年

(
一
四
七
五
)
四
月

二
十
日

之
宝

注

*
こ
の
勅
諭
は

『明
実
録
』
成
化
十

一
年
四
月
戊
子
の
条

に
あ
る
。
こ
れ
に
対

す
る
琉
球
側
の
回
答

の
文
書
は

〔
一
二
-
二

一
〕
。
又
、
こ
の
事
件
と
、
尚
円

の
即
位
事
情
と
の
関
連

に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
に
、
冨
村
真
演

「尚
円
考
」



『琉
大
法
文
学
部
紀
要
、
史
学
地
理
学
篇
』

一
八
、
昭
和
五
〇
年
、
同

「尚

円
即
位
の
考
察
」
『南
島
史
学
』
九
、

一
九
七
六
年
が
あ
る
。

(1
)
沈
満
志
　

こ
の
入
貢
に
つ
い
て

『明
実
録
』
成
化
十
年
四
月
丙
辰
の
条

に
記
事
が
あ
る
。

(2
)
蔡
璋
　

一
四
四
五
-

一
五
〇
四
年
。
久
米
村
蔡
氏

の
三
世
。
こ
の
事
件

後
も
進
貢
に
通
事
を

つ
と
め
、
長
史

に
ま
で
陞

っ
た

(『家
譜

(
二
)
』

二
四
八
頁
)
。

(3
)
伴
送
　

外
国
の
使
節
が
来
貢
し
た
時

、官
員
を
派
遣
し
て
京
師

へ
の
往

復

に
つ
き
そ
わ
せ
る
こ
と
。琉
球

の
場
合
は
通
例
と
し
て
往
路
は
福
建

の
武
官
、
復
路
は
鴻
臚
寺
序
班
が
そ

の
任
に
当

っ
た
。

(
4
)
打
発
　
行
か
せ
る
、
派
遺
す
る
。

(
5
)
番
人
　
外
国
人
。
こ
こ
で
は
琉
球
人
。

(6
)
懐
安
県
四
都
　
福
州
府
に
属
す
る
県

で
万
暦
七
年
に
侯
官
県
に
併
入
さ

れ
、
現
、
■
侯
県
付
近
。
都
は
宋
代

の
保
甲
法
に
よ
る
行
政
区
画

の
な

ご
り
で
、
明
代

に
は
集
落
名

に
化
し
て
い
る
。

(
7
)
前
去
　

行
く
、
行

っ
て
し
ま
う
、
出
向
く
。
ま
た
文
書
用
語
と
し
て
の

前
去
は

〔〇
五
‐〇
六
〕
注

(8
)
参
照
。

(8
)
供
報
　

供
述
書
。

(9
)
正
議
大
夫
　

『歴
代
宝
案
』
第

一
集

に
お
け
る
正
議
大
夫

は
成
化
元
年

(
一
四
六
五
)
の
程
鵬
が
初
出

〔
一
二
‐
一
九
〕
〔
一
七
-
一
六
〕
で
、

『明
実
録
』
は
そ
れ
以
降

で
あ
る
。

通
常
の
進
貢
の
際

の
正
使
に
任
じ

た
。
康
煕

二
年
、
紫
金
大
夫
が
現
れ
る
ま
で
久
米
村
系
進
貢
職
の
最
高

位
で
、
二
員
を
定
員
と
し
た
よ
う
で
あ
る
。
弘
治
十
四
年

(
一
五
〇

一
)

の
朝
鮮

の
記
録
に
言
及
さ
れ
て
い
る

(
〔〇

一
-
一
七
〕
注

(1
)
長
史

を
参
照
)。
清
代
に
つ
い
て
は
序
、

注

(16
)
を
参
照
。

(10
)
程
鵬
　

生
没
年
不
詳
。
一
四
三
九
年
か
ら
八
七
年
ま
で
の
間
に
、
初
め

は
通
事
と
し
て
、
の
ち
に
は
正
議
大
夫
と
し
て
入
貢
は
十
三
回
に
及
ん

だ

(『大
百
科
』
)。

(11
)
省
諭
　

反
省
を
促
す
た
め
の
勅
諭
。

(12
)
鈐
束
　

厳
重
に
取
り
締
ま
る
。

(13
)
打
攪
　

邪
魔
す
る
。
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皇
帝
よ

り
国

王
尚
円

へ
、
立
太
子

に
際
し
て

の
頒
賜

の
勅
諭

と
目
録

(
一
四
七
六
、
四
、
六
)

皇
帝
、
琉
球
国
中
山
王
尚
円
に
勅
諭
す
。

茲
に
朕
、
皇
儲
を
建
立
し
て
、
多
方
に
嘉
恵
す
。
矧
ん
や
惟
う
に
王
の
国

の
素
よ
り
忠
誠
を
秉
る
を
や
。
尤
も
当
に
厚
く
す
べ
き
所
な
り
。
今
、
特
に

王
及
び
妃
に
綵
幣

・
文
錦
を
賜
い
、
差
来
の
長
史
梁
応
等

に
付
し
て
齎
回
せ

し
む
。
至
ら
ば
収
領
し
、
用
て
朕
の
眷
待
の
意
に
副
う
可
し
。
故
に
諭
す
。

給
賜国

王

紵
綵

織
金
麒
麟
大
紅

一
匹

素
紅

一
匹

素
青
二
匹

錦
四
季
花
丹
礬
紅

一
段


